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今回の内容
最終回では「公共圏」の拡⼤浸透というテーマに戻ろうと思いま
す。

第１回の次のスライドをもう⼀度振り返ってみましょう。



公共性の危機
・「公共圏」の拡⼤浸透と、公／私の曖昧化

ネット空間でヘイトを垂れ流すことはモラルに反しますし、最近では法整備も進んで
きたので法にすら反します。とはいえ「コンプライアンスだらけで息苦しい」という感
情も、まったく根拠のないものではありません。

少し前に芸⼈の岡村隆史さんの深夜ラジオでの発⾔が炎上しました。発⾔内容を擁護
することはできませんが、深夜の「ノリ」がネットニュースやSNSを通して⽩⽇に晒さ
れてしまうというのは、少し恐ろしく感じました。

私たちは⾃分の発⾔がいつどこでどのように暴露されるか分からない時代を⽣きてい
ます。楽屋（バックヤード）や飲み会の場でのプライベートな会話も、SNSなどを通じ
て公共性の審判にさらされる時代、とも⾔えます。そういえば出川哲朗さんも過去の⾔
動が暴露されて炎上していましたね。

岡村さんも出川さんも性差別的な⾔動が問題になりました。インターネットの発展に
よってこうした告発ができるという点では健全な社会に向かっているとも⾔えますが、
裏を返せばヘイトが溜まりやすい社会にもなってしまっているように感じます。



ところで、「公共圏」の社会全体への拡⼤浸透という議論が可能だ
とすれば、そもそも「公共圏」は限定された領域であったといえます。

先週学んだカントの理解においても、「公共圏」は私的利益追求を
離れ、公共の利益を追求する公平で理性的な市⺠の領域でした。

これは経済社会（私的利益追求の領域）でも政治社会（国家⾏政の
領域）とも、私的⽣活領域とも異なる第四の領域です。

私的領域／公的領域



私的領域／公的領域
ひとまずここで、H・アーレントの議論を参照しましょう。

アーレントは古代ギリシャをモデルとして、公的領域と私的領域
の原義について次のように説明します。

ポリスとは外壁に囲まれた市⺠の領域であり、そこで⾏われてい
た事柄（ポリテイア）が政治（ポリティックス）です。



私的領域／公的領域
ポリスの外にはオイコス（家）が広がっており、そこでは奴隷が
労働に従事していました。

オイコスの領域で⾏われていた事柄（オイコノミア）が経済（エ
コノミー）です。



オイコス
（政治領域）

私的領域／公的領域

ポリテイア→ポリティックス、オイコノミア→エコノミーというつながりを考える
と、政治参加者を市⺠（＝市場の⺠）と呼び、オイコノミアを家政（＝家の政事）と
呼ぶ⽇本語は、何となくちぐはぐですね。

ポリス
（政治領域）



私的領域／公的領域
アーレントのいう公的領域、公共圏とは、経済から独⽴した領域と
して理解されていました。

古代ギリシャにおいて公共圏に参加できる市⺠は、奴隷を含む財産
を持ち、労働から解放された（つまり⽣活の⼼配をする必要のない）
市⺠でした。



私的領域／公的領域
ところが、近代に⼊ると、公的領域／私的領域の区別は曖昧になり、
消滅していきます。

そこではポリティカル・エコノミー（ポリス的オイコノミア）という
かたちで、政治が経済に従属するようになっていきます。現代でも政治
の主要な仕事は経済の維持・発展だと考えられていますね。⽣命と⽣活
の維持はオイコスの課題だったのですが、近代以降、ポリスの課題とな
っていったのです。



私的領域／公的領域
18世紀末という時代にあって、カントはなおも私的利害から離れ
た理性使⽤が可能であるし、⼈々は⾃由さえあればそうした使⽤を
⾏うはずだと想定することができました。

しかし、ペシミスティックな⾒⽅をすれば、19世紀以降、このよ
うな理性使⽤は困難になっていきます。国会答弁を聞けばわかるよ
うに、「公共圏」は利益代表者が⾃⼰利益追及を⾏う場、利害調整
と⾃⼰弁護の場となっていったわけです。

＊より詳しくはハーバマスの『公共性の構造転換』を参照してください。



インターネット社会：公共性の拡⼤浸透
実業家であれ政治家であれ学者であれ、「公共圏」のアクターは⼀種
の公⼈という性格を持っていました。インターネットの発達がもたら
したのは、私⼈／公⼈の区別の曖昧化です。

SNSやYoutubeでは誰でも発信することが容易となりました。それ
は名声と経済的利益をもたらし、政治的影響⼒さえ持つようになって
きました。コンプライアンスを敢えて破る炎上商法のようなものも、
出現しました。

私⽣活を公開することが容易になり、それがコミュニケーションの
⼀種となりました。ふとした瞬間が切り抜かれて拡散されることさえ
あります。そうなってしまうと⼀度の過ちは、ネットタトゥーとして
半永久的に残り続けることになります。



インターネット社会：公共性の拡⼤浸透
ちょっとした発⾔や写真の映り込みがモラルや常識に反していると、

⻤の⾸を取ったように攻撃する⼈もいます。これは当事者を「公共圏」
から追放する結果（アカウント削除など）になることが多く、公共性の
モラルという観点からみれば本末転倒です。

政治家や⼤企業役員のような重要な社会的地位に⽴つ⼈間であればい
ざしらず、アイドルやスポーツ選⼿、⼈気発信者や⼀般の⾼校⽣⼤学⽣
に対してまで激しい攻撃を加えるのは、説明責任の多寡という観点から
みて⾸を傾げざるをえません。



インターネット社会：公共性の拡⼤浸透
すべてのものが公開されうるし、公共性のコードによって裁断さ
れる時代。公共性そのものが暴⾛しかねない時代。

それが、現代社会の特徴の⼀つであると考えます。



インターネット社会：公共性の拡⼤浸透
とはいえ、本連続講義で確認してきたように、「公共圏」を無

駄なコストだとする議論は権⼒濫⽤を容認し、真理の追及を阻害
する結果になりかねません。

また、そもそも私たち⼀⼈ひとりが社会の中で⾃由・平等・公
平に扱われ、誰にも従属することなく思考し⽣きるためには、公
共性は重要な概念です。簡単に捨てることはできません。



インターネット社会：公共性の拡⼤浸透
ではどうすればいいのか。これは本当に難しい問題です。

公共性の本来の⽬的を理解したうえで、適切な活⽤をしていくこ
とが重要であると、ちょっと⽉並みなまとめで、本講義を終えたい
と思います。

どうもありがとうございました。
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